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ESG、 世界の金鉱山供給への影響は? 

環境・社会・ガバナンス(ESG) 基準は、近年世界の産金企業で重要な役割を果た

してきた。各企業は、国際金属・鉱業評議会(ICMM)、カナダ鉱業協会(MAC)、

ワールド・ゴールド・カウンシル(WGC) などが作成したガイドラインだけでな

く、国連の「持続可能な開発目標」、Global Reporting Initiative (GRI)などその

ほかの基準に沿って ESG戦略を取り入れてきた。監督当局、投資家、鉱山のある

地元コミュニティーなど、鉱山採掘と生産活動を取り巻く利害関係者らは、持続

可能でエシカルな企業活動をさらに強めるよう要求している。ESG 基準の遵守と

実践は、産金企業の広い生産パイプライン全体に及び、運用面及び財政面に障害

となる場合もあるが、実際、鉱山供給にも影響しているのだろうか。 

S&P グローバル マーケット インテリジェンス の最近の記事によると、金鉱山プ

ロジェクトの生産が実際に始まるまでにかかる平均年数は １４.２年。以前の調

査よりも １.５ 年短いが、フェーズ別で年数が延びているのが予備調査と建設の

間で、平均 １.７ 年かかっている。この期間は運営に必要な許可や投資計画を獲

得する期間であり、そしてまた ESG 基準が非常に大きな影響を及ぼす期間でも

ある。 

環境保護規制が厳格化するにつれて、鉱業権を獲得する基盤となる環境アセスメ

ント (EIA) は特に綿密に行われるようになった。ゴールドの生産は周辺の環境や

コミュニティーへの影響が大きい。温暖化ガスの排出、電力・水利用、鉱物加

工、廃棄物処理、土地利用、地域社会及び生態系への影響など、EIA の範囲は広

い。調査を終え必要書類を提出してもそれはまだ始めの一歩で、その後許可が降

りるまで監督当局、利害関係者、企業間でやり取りが続き、プロジェクトのタイ

ムラインが延びることもある。
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カナダのブリティッシュコロンビアでは、２０１８年に地方政府が

Environmental Assessment Act を定めて、環境規制をさらに強め

た。当時 Osisko Development Corporation は Cariboo プロジェクト

の予備調査及び環境アセスメントを進めていたが、政府と先住民族

との４年間にわたる交渉を経て、２０２３年第４四半期に EIA 許可

を取り付けて、１年後の２０２４年第４四半期に鉱山権を獲得し

た。ゴールドの生産が始まるのは２０２７年後半、プロジェクト着

手から生産までに１２年かかっていることになる。予定されている

ゴールドの年間生産量は ６.２ トンだ。

オ ー ス ト ラ リ ア で は 、 Regis Resources が ２ ０ ２ ３ 年 に

McPhillamys 鉱山の開発許可を獲得したが、周辺地域が１９８４年

の Aboriginal and Torres Strait Islander Heritage Protection Act の

第１０項の手続き対象となった。同法の対象になれば、政府は当該

地区は先住民にとって重要な地域であり開発によって脅威に晒され

ると宣言することができる。４年間の調査を経て、最終的にFederal

Minister for the Environment and Water は第１０項を認めたため、

計画されていた尾鉱貯蔵施設の建設が不可能となった。Regis は

McPhillamys プ ロ ジ ェ ク ト を 諦 め 、 現 金 支 出 を 伴 わ な い １ 億

９２００万豪ドルの減損処理を経て法的手続きを進めている。プロ

ジェクトが実行されていれば、年間平均 ５.８トンのゴールドを生産

する予定だった。

ESG が影響を与えたプロジェクトの例 

*Wafi-Golpu は現在開始日未定

出典: 各社報告書 
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近年、鉱業権の許可が得られなかった理由として ESG が挙げられる

ことが多くなっている。中でも大きな話題となったのは、Barrick と 

Zijin Mining のジョイントベンチャーだったパプアニューギニアの 

Porgera 鉱山プロジェクトと  First Quantum のパナマのCobre 

Panama 鉱山プロジェクトだ。パナマ政府は環境破壊と地域民の移

住問題を主な理由として、２０２０年に Porgera の特別鉱業権を停

止した。交渉中の操業は一時停止され、その後２０２３年に新たな

鉱業権が許可されて、その年の第４四半期に操業が再開された。同

鉱山は２０２４年に５.５トンのゴールドを生産し、２０２５年の中

間生産目標は１０.５トンだ。  

 

First Quantum の Cobre Panama 鉱山は過去３年間で約４トンのゴ

ールドを副産物として生産したが、地域の水源汚染の疑いが持ち上

がり環境保護を掲げる反対運動に直面した。２０２３年第１四半期

には最高裁が鉱業権を憲法違反と宣言して鉱山生産が一時停止され

た。現在も停止中で交渉が続いているが、現場に残る１２１トンの

乾燥銅精鉱の出荷は許可されている。政府は独立した環境アセスメ

ントを経て最終決定を行う予定だ。  

 

ESGに絡んで停止に至るのは大規模なプロジェクトばかりではな

い。死亡事故や労働災害が起こり、その原因調査や再発防止策を講

じるために一時的に生産を停止するケースも多い。比較的小規模な

短期の操業停止が起こっていることなどを見ても、ESG基準やその

実践が金鉱山の標準的な作業手順に組み込まれている事実がわか

る。危険な作業が行われている場合は状況が改善されるまで生産を

自主的に中断するなど、作業員が率先して行動を起こすことも奨励

されている。生産環境を継続的に監視することで操業停止につなが

る危険な状況が見つかる場合もある。例えばCenterra Gold のトルコ

の  Oksüt 鉱山の吸着・脱着回収プラント内の金抽出室では、   

２０２２年第１四半期に水銀が検出された。同社は対処のために操

業を一時停止し、翌年の第２四半期に新たなEIA許可を取り付けた後

に操業を再開した。  

 

このように昨今はESGに関連する問題で生産が一部失われるケース

もあるが、新たに生産が開始される鉱山や既存の鉱山の拡張による

生産増加によって、その打撃は緩和されている。ESG基準とその実

践は、産金企業の標準的な作業手順において不可欠であり、生産能

力だけでなくプロジェクトの持続性にも影響を及ぼす。ESG基準を

戦略に積極的に取り組む産金企業は鉱業権を守るだけでなく将来の

供給をも確保していることになる。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

Porgera が損失した生産 

* Barrickの生産高  

出典: 会社レポート、メタルズフォーカス 
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